
⑨ 特別支援学校教諭問題の解答について（ 注意）

１ ． 解答はすべて、 別紙のマーク シート に記入するこ と 。

２ ． マーク シート は、 電算処理する ので、 折り 曲げたり 、 汚し たり し ないこ と 。 また、 マーク 欄はも ち ろ ん、

余白にも 不要なこ と を 書かないこ と 。

３ ． 記入は、 HBまたはＢ の鉛筆を 使っ て、 ていねいに正し く 行う こ と 。（ マーク シート 右上の記入方法を 参

照） 消去は、 プラ スチッ ク 消し ゴムで念入り に行う こ と 。

４ ． 名前の記入　 名前を 記入するこ と 。

５ ． 教科名の記入　 教科名に「 特別支援学校教諭」 と 記入する こ と 。

６ ． 受験番号の記入　 受験番号欄に５ けたの数で記入し たのち 、 それを マーク するこ と 。

７ ． 解答の記入　  ア． 小問の解答番号は１ から 45ま での通し 番号になっ ており 、 例えば、 25番を 25

のよう に表示し てある。

イ ． マーク シート のマーク 欄は、 すべて１ から ０ まで10通り あるが、 各小問の選択肢は必ず

し も 10通り あると は限ら ないので注意するこ と 。

ウ． どの小問も 、 選択肢には①、 ②、 ③……の番号がついている。

エ． 各問いに対し て一つずつマーク するこ と 。

（ マーク シート 記入例）

数字で記入……

特
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【 １ 】 次の（ １ ） 〜（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ） 次の文は、「 障害者の権利に関する 条約」 第１ 条である。（ ア） にあてはまる 最も 適切なも のを ①〜⑤

から 選び、 番号で答えよ。

第一条　 目的

　 こ の条約は、（ 　 ア　 ） を 目的と する。

　 障害者には、 長期的な身体的、 精神的、 知的又は感覚的な機能障害であっ て、 様々な障壁と の相互作用

により 他の者と の平等を 基礎と し て社会に完全かつ効果的に参加するこ と を 妨げ得るも のを 有する者を 含

む。

①　 全ての障害者によ るあら ゆる人権及び基本的自由の完全かつ平等な享有を 促進し 、 保護し 、 及び確保

するこ と 並びに障害者の固有の尊厳の尊重を 促進するこ と

②　 全ての障害者によ るあら ゆる人権及び基本的自由の享有を 促進し 、 保護し 、 及び確保するこ と 並びに

障害者の自立を 促進するこ と

③　 全ての障害者によ るあら ゆる人権及び基本的自由の完全かつ平等な享有を 促進し 、 援助し 、 及び管理

するこ と 並びに障害者の固有の尊厳の尊重を 促進するこ と

④　 全ての障害者によ るあら ゆる人権及び基本的自由の完全かつ平等な享有を 促進し 、 援助し 、 及び管理

するこ と 並びに障害者の自立を 促進するこ と

⑤　 全ての障害者によ るあら ゆる人権及び基本的自由の完全かつ平等な享有を 促進し 、 自立を 支援し 、 及

び能力を 高めるこ と 並びに障害者の固有の尊厳の尊重を 促進するこ と
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（ ２ ） 次の文は、「 障害を 理由と する差別の解消の推進に関する法律」 第14条の内容である。 適切でないも の

を ①〜⑤から １ つ選び、 番号で答えよ。

　 国及び地方公共団体は、 障害者及びその①家族その他の関係者から の障害を 理由と する 差別に関する

②相談に的確に応ずる と と も に、 障害を 理由と する 差別に関する ③紛争の防止又は④解決を 図る こ と がで

き るよう 人材の育成及び確保のための措置その他の必要な⑤基礎的環境整備を 図る も のと する。
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（ ３ ） 次の文は、「 学校教育法」 第72条〜第76条の条文である。 こ れら の条文のう ち、 適切でないも のを ①〜

⑤から １ つ選び、 番号で答えよ。

①　 第72条 　 特別支援学校は、 視覚障害者、 聴覚障害者、 知的障害者、 肢体不自由者又は病弱者（ 身体虚

弱者を 含む。 以下同じ 。） に対し て、 幼稚園、 小学校、 中学校又は高等学校に準ずる 教育を 施

すと と も に、 障害による学習上又は生活上の困難を 克服し 自立を 図るために必要な知識技能を

授けるこ と を 目的と する。

②　 第73条 　 特別支援学校においては、 文部科学大臣の定めると こ ろ により 、 前条に規定する 者に対する

教育のう ち当該学校が行う も のを 明ら かにする も のと する。

③　 第74条 　 特別支援学校においては、 第72条に規定する 目的を 実現する ための教育を 行う ほか、 幼稚

園、 小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校又は中等教育学校の要請に応じ て、 第81条第１

項に規定する幼児、 児童又は生徒の教育に関し 必要な助言又は援助を 行う よう 努めるも のと す

る。

④　 第75条 　 第72条に規定する視覚障害者、 聴覚障害者、 知的障害者、 肢体不自由者又は病弱者の障害の

程度は、 政令で定める。

⑤　 第76条 　 特別支援学校には、 小学部、 中学部、 及び高等部を 置かなければなら ない。 ただし 、 特別の

必要のある場合においては、 そのいずれかのみを 置く こ と ができ る。

２ 　  特別支援学校には、 小学部、 中学部、 及び高等部のほか、 幼稚部を 置く こ と ができ 、 また、 特別

の必要のある場合においては、 前項の規定にかかわら ず、 小学部、 中学部及び高等部を 置かない

で幼稚部のみを 置く こ と ができ る。
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（ ４ ） 次の文は、「 学校教育法施行令」 第22条の３ で示さ れている視覚障害者、 聴覚障害者、 知的障害者、 肢

体不自由者又は病弱者の障害の程度を 説明し た表である。 適切なも のを ①〜⑤から １ つ選び、 番号で答え

よ。

区分 障害の程度

①　 視覚障害者 　 両眼の視力がおおむね〇・ 三未満のも の又は視力以外の視機能障害が高度のも

ののう ち、 拡大鏡等の使用によ つても 拡大し た文字、 図形等の視覚によ る 認識が

不可能又は著し く 困難な程度のも の

②　 聴覚障害者 　 両耳の聴力レ ベルがおおむね七〇デシベル以上のも ののう ち、 補聴器等の使用

によつても 通常の話声を 解するこ と が不可能又は著し く 困難な程度のも の

③　 知的障害者 一　  知的発達の遅滞があり 、 他人と の意思疎通が困難で日常生活を 営むのに頻繁

に援助を 必要と する程度のも の

二　  知的発達の遅滞の程度が前号に掲げる 程度に達し ないも ののう ち、 社会生活

への適応が著し く 困難なも の

④　 肢体不自由者 一　  肢体不自由の状態が補装具の使用によ つても 歩行、 筆記等学校生活における

日常動作が不可能又は困難な程度のも の

二　  肢体不自由の状態が前号に掲げる 程度に達し ないも ののう ち、 常時の医学的

観察指導を 必要と する程度のも の

⑤　 病弱者 一　  慢性の呼吸器疾患、 腎臓疾患及び神経疾患、 悪性新生物その他の疾患の状態

が継続し て生活規制を 必要と する程度のも の

二　  身体虚弱の状態が継続し て生活規制を 必要と する程度のも の
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（ ５ ） 次の文は、「『 令和の日本型学校教育』 の構築を目指し て 〜全ての子供たちの可能性を 引き 出す， 個別

最適な学びと ， 協働的な学びの実現〜（ 答申）」（ 令和３ 年１ 月　 中央教育審議会）「 第Ⅱ部各論　 ４ ． 新

時代の特別支援教育の在り 方について　（ 2） 障害のある子供の学びの場の整備・ 連携強化　 ③小中学校に

おける障害のある児童生徒の学びの充実」 の一部である。（ ア） 〜（ エ） にあてはまる語句を ①〜⓪から

それぞれ選び、 番号で答えよ。

　 小学校等における特別な支援を必要と する児童生徒への学びの場や（ 　 ア　 ） は段階的に充実し てき て

いるが，（ 　 イ 　 ） のリ ーダーシッ プのも と ， 特別支援学級と 通常の学級の学級担任間や教科担任等と の

連携による（ 　 ア　 ） を整備し ， 各教科等の学習を 更に充実する必要がある。 特に特別支援学級と 通常の

学級の児童生徒が共に学ぶ活動の充実の観点から ， 特別支援学級の児童生徒が， 特別支援学級に加え， 在

籍する学校の通常の学級の一員と し ても 活動するよう な取組を充実し ， 児童生徒の障害の特性や個々の事

情を勘案し つつ， 学級活動や給食等について， 可能な限り 共に行う こ と が必要である。 また， 教科学習に

ついても ， 児童生徒の障害の程度等を踏まえ， 共同で実施するこ と が可能なも のについては， 年間指導計

画等に位置付けて， 年間を 通じ て計画的に実施する こ と が必要である。 その際， 可能な限り ， 両学級の 

（ 　 ウ　 ） の関連の確保を 図ると と も に， 通常の学級においては，（ 　 エ　 ） や合理的配慮の提供を前提と

する学級経営・ 授業づく り を引き 続き 進めていく 必要がある。

①　 ユニバーサルデザイ ン ②　 特別支援教育コ ーディ ネータ ー　 　 ③　 指導体制

④　 教育内容 ⑤　 教材・ 教具　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑥　 支援・ 研修体制

⑦　 ICT ・ 遠隔技術 ⑧　 協働的な学び　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑨　 管理職

⓪　 個別最適な学び

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ）

5 6 7 8
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【 ２ 】「 障害のある 子供の教育支援の手引〜子供たち 一人一人の教育的ニーズを 踏ま えた学びの充実に向け 

て〜」（ 令和３ 年６ 月　 文部科学省） に関する内容について、 次の（ １ ） 〜（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ） 次の文は、 視覚障害のある子供に対する教育方法に関する記述の一部である。（ ア） 〜（ エ） にあては

まる語句の適切な組合せを ①〜⑤から 選び、 番号で答えよ。

心理面・ 健康面の配慮

　 自己の視覚障害を 理解し ， 眼疾患の進行や事故を 防止でき るよう に， 身の回り の状況が分かり やすい

校内の環境作り を 図り ， 見えにく い時には（ 　 ア　 ） 尋ねら れるよう な雰囲気を 作る。

　 ま た， オ ン ラ イ ン に よ る （ 　 イ 　 ） 間と の交流を 行う 等，（ 　 ウ　 ） を 活用する な ど し て 子供の 

（ 　 エ　 ） に応じ て視覚に障害がある 子供等が集まる交流の機会を 設ける こ と も 大切である。

①　 ア　 遠慮せずに　 　 イ 　 通常の学級　 　 　 　 　 ウ　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器　 　 　 　 　 エ　 障害の程度

②　 ア　 即座に　 　 　 　 イ 　 通常の学級　 　 　 　 　 ウ　 交流及び共同学習　 　 エ　 障害の程度

③　 ア　 遠慮せずに　 　 イ 　 通常の学級　 　 　 　 　 ウ　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器　 　 　 　 　 エ　 発達の段階

④　 ア　 即座に　 　 　 　 イ 　 弱視特別支援学級　 　 ウ　 交流及び共同学習　 　 エ　 発達の段階

⑤　 ア　 遠慮せずに　 　 イ 　 弱視特別支援学級　 　 ウ　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器　 　 　 　 　 エ　 発達の段階
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（ ２ ） 次の文は、 聴覚障害の理解に関する 記述の一部である。（ ア） 〜（ エ） にあてはまる語句を ①〜⓪から

それぞれ選び、 番号で答えよ。

難聴特別支援学級

　 教育の内容は， 小中学校等における各教科等の内容に加えて， 子供一人一人に必要な特別な指導と し

ては，（ 　 ア　 ） に関する こ と ， 音声（ 話し 言葉） の受容（ 聞き 取り 及び読話） と 表出（ 話すこ と ） に

関するこ と が主である。 さ ら に， 必要に応じ て， 学習や生活で用いる語句・ 文・ 文章の意味理解などの

（ 　 イ 　 ） の形成や活用に関する 指導， コ ミ ュ ニケーショ ン を 通じ た（ 　 ウ　 ） に関する 指導， 障害の

特性の理解やそれに応じ た環境の調整などに関する指導についての内容も 取り 上げら れる。

　 難聴特別支援学級では， 聴力測定のために（ 　 エ　 ）， 補聴援助機器や発音・ 発語指導のために鏡な

どが用意さ れているこ と が多い。

①　 人間関係の形成　 　 ②　 耳音響放射検査装置　 　 ③　 手話　 　 　 　 ④　 環境の把握

⑤　 オージオメ ータ 　 　 ⑥　 聴覚活用　 　 　 　 　 　 　 ⑦　 語音弁別　 　 ⑧　 心理的な安定

⑨　 文法的側面　 　 　 　 ⓪　 言語概念

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ）

10 11 12 13

（ ３ ） 次の文は、 知的障害のある子供の教育的ニーズに関する記述の一部である。（ ア） 〜（ エ） にあてはま

る語句の適切な組合せを ①〜⑤から 選び、 番号で答えよ 。

子供への教育的対応

　 一方で， 知的機能の発達に遅れがある場合には， 幼児期に， 同年齢の子供と 比較し て（ 　 ア　 ） の発

達が遅れたり ， 着替えや排せつなど の（ 　 イ 　 ） に関する こ と について遅れが顕著であっ たり する ほ

か， 始歩の遅れなど運動発達の遅れも 見ら れるこ と があるこ と から ， 保護者が子供の成長や発達に不安

を 抱く 場合が多い。

　 そのため， 保護者の（ 　 ウ　 ） を 十分に理解し ながら ， 子供の成長や発達の状態を 的確に把握し ， 子

供が生活に 必要な 望ま し い 習慣等を 身に 付け る こ と がで き る よ う ， 発達の段階に 応じ た 適切な

（ 　 エ　 ） を 早期から 行う こ と が大切である。

①　 ア　 言語　 　 イ 　 自己管理能力　 　 　 ウ　 心情　 　 エ　 教育的対応

②　 ア　 思考　 　 イ 　 自己管理能力　 　 　 ウ　 個性　 　 エ　 教育的対応

③　 ア　 言語　 　 イ 　 基本的生活習慣　 　 ウ　 心情　 　 エ　 教育的対応

④　 ア　 思考　 　 イ 　 基本的生活習慣　 　 ウ　 個性　 　 エ　 福祉的対応

⑤　 ア　 言語　 　 イ 　 基本的生活習慣　 　 ウ　 心情　 　 エ　 福祉的対応
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（ ４ ） 次の文は、 肢体不自由のある 子供に対する 特別な指導内容に関する 記述の一部である。（ ア） 〜（ オ）

にあてはまる語句を ①〜⓪から それぞれ選び、 番号で答えよ。

保有する感覚の活用に関するこ と

　 肢体不自由のある 子供の場合は， 保有する 視覚， 聴覚， 触覚， 嗅覚，（ 　 ア　 ），（ 　 イ 　 ） などの感

覚を 有効に活用するこ と が困難な場合がある。 特に， 障害が重度で重複し ている場合， 視覚， 聴覚， 触

覚と 併せて， 姿勢の変化や筋， 関節の動き などを 感じ 取る（ 　 ア　 ） や， 重力や動き の加速度を 感じ 取

る（ 　 イ 　 ） を 活用でき るよう に， 適切な内容を 選択し ， 丁寧に指導する必要がある。 その際， それら

を 個々の感覚ごと に捉えるだけでなく ， 相互に関連付けて捉え， 保有する感覚で受け止めやすいよう に

情報の提示の仕方を 工夫するこ と が大切である。

　 また， 脳性まひ等のある 肢体不自由のある 子供の場合は， 筋緊張等によ っ て身体から の感覚情報を

フ ィ ード バッ ク し て， 行動し たり ， 表現し たり するこ と に困難が生じ やすいため，（ 　 ウ　 ），（ 　 エ　 ），

協応動作等の困難が見ら れる 。 そ の場合， 例え ば， 目の前に あ る 興味のあ る 玩具等の対象物を

（ 　 ウ　 ） し たり ， ゆっ く り 動く 対象物を （ 　 エ　 ） し たり する 力を 高め， 対象物に手を 伸ばし たり ，

倒し たり するこ と で目と 手の動き を （ 　 オ　 ） さ せていく 指導内容などが考えら れる。 また， 見えにく

さ への対応と し ては， 不要な刺激を 減ら し ， 提示する 情報量や提示の仕方を 配慮する と と も に， 教材，

教具の工夫も 求めら れる。

①　 固有覚　 　 ②　 連動　 　 ③　 前庭覚　 　 　 ④　 知覚　 　 ⑤　 弁別　 　 ⑥　 注視　 　 ⑦　 認知

⑧　 協調　 　 　 ⑨　 追視　 　 ⓪　 共同注意

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ） （ オ）
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（ ５ ） 次の文は、 病弱・ 身体虚弱の子供に対する 特別な指導内容に関する 記述の一部である 。（ ア） 〜（ オ）

にあてはまる語句の適切な組合せを ①〜⑤から 選び、 番号で答えよ。

病気等の状態の理解と 生活管理に関するこ と

　 病弱教育では， 病気等の（ 　 ア　 ） を 育成する こ と は重要な指導内容の一つである。 そのため， 病

弱・ 身体虚弱の子供にと っ て必要な（ 　 イ 　 ） と は， 他人から の規制ではなく 「（ 　 ウ　 ）」 と 考えて取

り 組むこ と が大切である。 また，「（ 　 ウ　 ）」 を する 力と は， 運動や安静， 食事など の日常の諸活動に

おいて， 必要な（ 　 エ　 ） を 守る力， 自身の病気等の特性等を 理解し た上で心身の状態に応じ て参加可

能な活動を 判断する 力（ 自己選択・ 自己決定力）， 必要なと き に必要な（ 　 オ　 ） を 求める こ と ができ

る力であり ， それら を 育成するこ と が必要である。

①　 ア　 自己管理能力　 　 イ 　 生活管理　 　 ウ　 生活の自己管理　 　 エ　 社会的ルール

　 　 オ　 人間関係

②　 ア　 健康維持力　 　 　 イ 　 生活管理　 　 ウ　 生活の自己規制　 　 エ　 社会的ルール

　 　 オ　 人間関係

③　 ア　 自己管理能力　 　 イ 　 生活規制　 　 ウ　 生活の自己管理　 　 エ　 社会的ルール

　 　 オ　 支援・ 援助

④　 ア　 健康維持力　 　 　 イ 　 生活規制　 　 ウ　 生活の自己規制　 　 エ　 服薬

　 　 オ　 支援・ 援助

⑤　 ア　 自己管理能力　 　 イ 　 生活規制　 　 ウ　 生活の自己管理　 　 エ　 服薬

　 　 オ　 支援・ 援助
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【 ３ 】「 特別支援学校教育要領・ 学習指導要領解説　 総則編（ 幼稚部・ 小学部・ 中学部）」（ 令和６ 年12月　 文

部科学省） の内容について、 次の（ １ ） 〜（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ） 次の文は、「 生き る 力を 育む各学校の特色ある 教育活動の展開」（ 第３ 編第２ 章第２ 節の２ ） の「 自立

活動の指導」 の記述の一部である。（ ア） 〜（ エ） にあてはま る 語句の適切な組合せを ①〜⑤から 選び、

番号で答えよ。

　「 自立し （ 　 ア　 ） する 資質」 と は， 児童生徒がそれぞれの障害の状態や特性及び心身の発達の段階等

に応じ て， 主体的に（ 　 イ 　 ） を 可能な限り 発揮し ， よ り よ く 生き ていこ う と する こ と ， また， 社会， 経

済， 文化の分野の活動に参加するこ と ができ るよう にする 資質を 意味し ている。

　（ 中略）

　 つまり ， 自立活動の時間における指導は， 学校における 自立活動の指導のいわば要
かなめ

と なる重要な時間で

あるが， 自立活動の時間のみで自立活動の指導が全て行われるも のではない。 自立活動の指導は， 自立活

動の時間における指導はも と より ， 学校の（ 　 ウ　 ） を 通じ て行う も のであるこ と から ， 自立活動の時間

における指導と （ 　 エ　 ） における指導と が密接な関連を 保つこ と が必要である。

①　 ア　 社会適応　 　 イ 　 自己の力　 　 ウ　 授業時間　 　 　 　 エ　 各教科等

②　 ア　 社会適応　 　 イ 　 潜在能力　 　 ウ　 授業時間　 　 　 　 エ　 特別活動

③　 ア　 社会参加　 　 イ 　 自己の力　 　 ウ　 授業時間　 　 　 　 エ　 各教科等

④　 ア　 社会参加　 　 イ 　 潜在能力　 　 ウ　 教育活動全体　 　 エ　 特別活動

⑤　 ア　 社会参加　 　 イ 　 自己の力　 　 ウ　 教育活動全体　 　 エ　 各教科等
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（ ２ ） 次の文は、「 主体的・ 対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」（ 第３ 編第２ 章第４ 節の１ ） の「 言

語環境の整備と 言語活動の充実」 についての記述の一部である。 こ のう ち、 適切でないも のを ①〜⑤から

１ つ選び、 番号で答えよ。

①　 校内の掲示板やポスタ ー， 児童生徒に配布する印刷物において用語や文字を 適正に使用するこ と に留

意する必要がある 。

②　 児童生徒の言語活動は， 児童生徒を 取り 巻く 言語環境によっ て影響を 受けるこ と は少ないも のの， 学

校生活全体における言語環境を 望まし い状態に整えておく こ と は大切である。

③　 児童生徒が集団の中で安心し て話ができ るよう な教師と 児童生徒， 児童生徒相互の好まし い人間関係

を 築く こ と に留意する必要がある。

④　 教師は正し い言葉で話し ， 黒板などに正確で丁寧な文字を 書く こ と に留意する必要がある 。

⑤　 中学部では， 生徒による発表， 討議， ノ ート 記述， レ ポート 作成などの言語活動を 活発かつ適正に行

わせ， 豊かな言語能力を 養っ ていく よう 配慮し ていく こ と が大切である。
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T K （ 19 −  10）

（ ３ ） 次の文は、「 児童生徒の調和的な発達を 支える 指導の充実」（ 第３ 編第２ 章第５ 節の１ ） の「 キャ リ ア

教育の充実」 の記述の一部である。（ ア） 〜（ エ） にあてはま る 語句の適切な組合せを ①〜⑤から 選び、

番号で答えよ。

　 さ ら に， キャ リ ア教育を 進める に当たり ，（ 中略）， 各学校は， 保護者が児童生徒の進路や 職業に関す

る 情報を 必ずし も 十分に得ら れていない状況等を 踏まえて，（ 　 ア　 ） や進路を 巡る 環境の変化等の現実

に即し た情報を 提供し て（ 　 イ 　 ） を 図っ た上で， 将来， 児童生徒が社会の中での自分の役割を 果たし な

がら ， 自分ら し い生き 方を 実現し ていく ための働き かけを 行う こ と が必要である。

　 特に， 中学部の段階の生徒は，（ 　 ウ　 ） にわたる発達が著し く ， 自己の生き 方についての関心が高ま

る 時期にある。 こ のよ う な発達の段階にある 生徒が， 自分自身を 見つめ， 自分と 社会と のかかわり を 考

え， 将来， 様々な生き 方や進路の選択可能性があるこ と を 理解すると と も に， 自ら の（ 　 エ　 ） で自己の

生き 方や進路を 選択でき るよう 適切な指導・ 援助を 行う こ と が必要である。

①　 ア　 産業構造　 　 イ 　 共通理解　 　 　 　 　 ウ　 心身両面　 　 　 エ　 意思と 責任

②　 ア　 産業構造　 　 イ 　 信頼関係の構築　 　 ウ　 心身両面　 　 　 エ　 意志と 希望

③　 ア　 産業構造　 　 イ 　 共通理解　 　 　 　 　 ウ　 社会性全般　 　 エ　 意思と 責任

④　 ア　 雇用形態　 　 イ 　 信頼関係の構築　 　 ウ　 社会性全般　 　 エ　 意志と 希望

⑤　 ア　 雇用形態　 　 イ 　 共通理解　 　 　 　 　 ウ　 社会性全般　 　 エ　 意思と 責任
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（ ４ ） 次の文は、「 特別な配慮を 必要と する 児童生徒への指導」（ 第３ 編第２ 章第５ 節の２ ） の「 日本語の習

得に困難のある児童生徒への通級による指導」 について、 通常の学級における指導に当たっ ての留意点に

ついて述べら れているも のの一部である。 適切なも のを ①〜⑤から １ つ選び、 番号で答えよ。

①　 授業において使われている日本語や学習内容を 暗記でき るよう にするための支援

②　 学習し たこ と を 単純化し て理解・ 定着でき るよう にするための支援

③　 理解し たこ と を 模倣し て再現でき るよう にするための支援

④　 教師の指示に従っ て学習を 行う こ と ができ るよう にするための支援

⑤　 学習や生活に必要な心理的安定のための情意面の支援と いっ た側面から の支援
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T K （ 19 −  11）

（ ５ ） 次の文は、「 家庭や地域社会と の連携並びに学校間の連携や交流及び共同学習」（ 第３ 編第２ 章第６ 節

の２ ） の「 学校相互間の連携や交流」 について、 学校相互間の連携や交流の在り 方と し て挙げら れている

も のの一部である。 適切でないも のを ①〜⑤から １ つ選び、 番号で答えよ。

①　 特別支援学校や小・ 中学校等が， それぞれの学校の教育課程に位置付けて， 障害のある者と ない者が

共に活動する交流及び共同学習は， 障害のある児童生徒の経験を 広め， 社会性を 養い， 豊かな人間性を

育てる上で， 大き な意義を 有し ている。

②　 障害者である児童及び生徒と 障害者でない児童及び生徒が一緒に参加する活動は， 相互の触れ合いを

通じ て豊かな人間性を 育むこ と を 目的と する交流の側面と ， 教科等のねら いの達成を 目的と する共同学

習の側面があるも のと 考えら れる。

③　「 交流及び共同学習」 と は， こ れまで交流と 共同学習の両側面を 一体的に捉えて推進し てき たも ので

あるが， 実際の教育活動においては， 両者を 明確に区別し て考えるこ と が重要である。

④　 交流及び共同学習は， 児童生徒が他の学校の児童生徒と 理解し 合う ための絶好の機会であり ， 同じ 社

会に生き る人間と し て， 互いを 正し く 理解し ， 共に助け合い， 支え合っ て生き ていく こ と の大切さ を 学

ぶ場でも あると 考えら れる。

⑤　 交流及び共同学習の実施に当たっ ては， 双方の学校同士が十分に連絡を 取り 合い， 指導計画に基づく

内容や方法を 事前に検討し ， 各学校や障害のある児童生徒一人一人の実態に応じ た様々な配慮を 行う な

どし て， 計画的， 組織的に継続し た活動を 実施するこ と が大切である。
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T K （ 19 −  12）

【 ４ 】 次の（ １ ） 〜（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ） 次の文は、「 特別支援学校教育要領・ 学習指導要領解説　 自立活動編（ 幼稚部・ 小学部・ 中学部）」（ 平

成30年３ 月　 文部科学省）「 第２ 章　 今回の改訂の要点　 ２ 　 障害の捉え方と 自立活動」 の記述の一部で

ある。（ ア） 〜（ ウ） にあてはまる語句を それぞれ①〜⑧から 選び、 番号で答えよ。

　 さ て，（ 　 ア　 ） の考え方を 念頭に置いて， 自立活動の指導を 考える と ど のよ う になる のであろ う か。

下肢にまひがあり ， 移動が困難な児童が， 地域のある場所に外出ができ るよう にする指導を 例に考えてみ

る。 まず， 実態把握においては， 本人のまひの状態や移動の困難にだけ目を 向けるのでなく ， 移動手段の

活用， 周囲の環境の把握， コ ミ ュ ニケーショ ンの状況などについて， 実際に行っ ている状況や可能性を 詳

細に把握する。 そし て， こ のよう な（ 　 イ 　 ） と 障害に加えて， 本人の外出に対する意欲， 習慣等や地域

のバリ アフ リ ー環境， 周囲の人の意識等を 明ら かにし ， 生活機能と 障害に個人因子や（ 　 ウ　 ） がどのよ

う に関連し ているのか検討する。 こ のよう に実態を 把握し た上で， 児童の自立を 目指す観点から 指導目標

を 設定する。

①　 Ｉ Ｃ Ｉ DＨ  ②　 外的因子　 　 ③　 健康状態　 　 ④　 合理的配慮　 　 ⑤　 行動特性

⑥　 生活機能 ⑦　 環境因子　 　 ⑧　 Ｉ Ｃ Ｆ

（ ア） （ イ ） （ ウ）
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T K （ 19 −  13）

（ ２ ） 次の文は、「 特別支援学校教育要領・ 学習指導要領解説　 自立活動編（ 幼稚部・ 小学部・ 中学部）」（ 平

成30年３ 月　 文部科学省）「 第６ 章　 自立活動の内容　 ２ 　 心理的な安定」 における「 情緒の安定に関す

るこ と 」 の、 具体的指導内容例と 留意点に関するも のの一部である。 適切でないも のを ①〜⑤から １ つ選

び、 番号で答えよ。

①　 白血病の幼児児童生徒の場合， 治療計画によっ ては， 入院と 退院を 繰り 返すこ と があり ， 感染予防の

ため退院中も 学校に登校でき ないこ と がある。 こ のよう な場合には， テレ ビ会議システム等を 活用し て

学習に対する不安を 軽減するよう な指導を 工夫するこ と が大切である。

②　 自閉症のある幼児児童生徒の場合， 興奮し ても その場から 離れずに我慢さ せ， 可能な限り 他の幼児児

童生徒と 同じ 活動に取り 組むなど の経験を 積み重ねていき ながら ， その興奮を 静める 方法を 知る こ と

や， 様々な感情を 表し た絵カ ード やメ モなどを 用いて自分の気持ちを 伝えるなどの手段を 身に付けら れ

るよう に指導する こ と が大切である。

③　 Ａ Ｄ Ｈ Ｄ のある 幼児児童生徒の場合， 自分を 落ち着かせるこ と ができ る場所に移動し てその興奮を 静

めるこ と や， いっ たんその場を 離れて深呼吸するなどの方法があるこ と を 教え， それら を 実際に行う こ

と ができ るよう に指導するこ と が大切である。

④　 Ｌ Ｄ のある児童生徒の場合， 本人が得意なこ と を 生かし て課題を やり 遂げるよう に指導し ， 成功し た

こ と を 褒めるこ と で自信を も たせたり ， 自分のよさ に気付く こ と ができ るよう にし たり する こ と が必要

である。

⑤　 チッ ク の症状のある幼児児童生徒の場合， 不安や緊張が高まる原因を 知り ， 自ら 不安や緊張を 和ら げ

るよう にするなどの指導を するこ と が大切である。
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T K （ 19 −  14）

（ ３ ） 次の文は、「 特別支援学校教育要領・ 学習指導要領解説　 自立活動編（ 幼稚部・ 小学部・ 中学部）」（ 平

成30年３ 月　 文部科学省）「 第６ 章　 自立活動の内容　 ４ 　 環境の把握」 における「 感覚や認知の特性に

ついての理解と 対応に関するこ と 」 の「 具体的指導内容例と 留意点」 に関するも のの一部である。 適切で

ないも のを ①〜⑤から １ つ選び、 番号で答えよ。

①　 視覚障害のある 幼児児童生徒の場合， 遮光眼鏡を 装用するよう 指導すると と も に， その習慣化を 図る

こ と が大切である 。

②　 自閉症のある幼児児童生徒の場合， 不快である音や感触などを 自ら 避けたり ， 幼児児童生徒の状態に

応じ て， 音が発生する理由や身体接触の意図を 知ら せる などし て， それら に少し ずつ慣れていっ たり す

るよう に指導する こ と が大切である。

③　 Ａ Ｄ Ｈ Ｄ のある 幼児児童生徒の場合， 注目すべき 箇所を 色分けし たり ， 手で 触れる など 他の感覚も

使っ たり するこ と で注目し やすく し ながら ， 注意を 持続さ せるこ と ができ るこ と を 実感し ， 自分に合っ

た注意集中の方法を 積極的に使用でき るよう にするこ と が大切である。

④　 Ｌ Ｄ のある児童生徒の場合， 本人にと っ て読み取り 易い書体を 確認し たり ， 文字間や行間を 詰めたり

し て負担を 軽減し ながら 新たな文字を 習得し ていく 方法を 身につけるこ と が大切である。

⑤　 脳性まひの幼児児童生徒の場合， 文字や図形を 正し く と ら えるこ と が困難な場合がある。 こ のよう な

場合には， 一つの文字や図形だけを 取り 出し て輪郭を 強調し て見やすく し たり ， 文字の部首や図形の特

徴を 話し 言葉で説明し たり するこ と が効果的なこ と がある。
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（ ４ ） 次の文は、「 特別支援学校教育要領・ 学習指導要領解説　 自立活動編（ 幼稚部・ 小学部・ 中学部）」（ 平

成30年３ 月　 文部科学省）「 第７ 章　 自立活動の個別の指導計画の作成と 内容の取扱い　 ４ 　 指導方法の

創意工夫　 イ 　 意欲的な活動を 促す指導方法」 の記述の一部である 。（ ア） 〜（ オ） にあてはまる 語句の

適切な組合せを ①〜⑤から 選び、 番号で答えよ。

　 児童生徒の意欲的な活動を 促すためには、 児童生徒が興味や関心を も っ て主体的に取り 組み、（ 　 ア　 ）

を 味わう こ と のでき るよう な指導方法を 工夫するこ と が大切である。 こ の場合、 少なく と も 、 教師から の

（ 　 イ 　 ） な働き 掛けに終始する方法や（ 　 ウ　 ） な方法になら ないよ う 留意する 必要がある 。 個々の児

童生徒の実態に応じ て、 指導目標が明確にさ れ、 次いで具体的な（ 　 エ　 ） が設定さ れ、 それら を 組織し

て個別の指導計画が作成さ れるが、 それに基づいた指導に当たっ ては、 それら の（ 　 エ　 ） にふさ わし い

（ 　 オ　 ） を 工夫する必要がある。

①　 ア　 成就感　 　 イ 　 一方的　 　 ウ　 画一的　 　 エ　 指導内容　 　 オ　 指導方法

②　 ア　 成就感　 　 イ 　 画一的　 　 ウ　 一方的　 　 エ　 指導方法　 　 オ　 指導内容

③　 ア　 満足感　 　 イ 　 一方的　 　 ウ　 画一的　 　 エ　 指導内容　 　 オ　 指導方法

④　 ア　 満足感　 　 イ 　 画一的　 　 ウ　 一方的　 　 エ　 指導方法　 　 オ　 指導内容

⑤　 ア　 満足感　 　 イ 　 一方的　 　 ウ　 画一的　 　 エ　 指導方法　 　 オ　 指導内容
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（ ５ ） 次の文は、「 特別支援学校小学部・ 中学部学習指導要領」（ 平成29年４ 月　 文部科学省）「 第７ 章　 自立

活動　 第３ 　 個別の指導計画の作成と 内容の取扱い」 の記述の一部である 。（ ア） 〜（ エ） にあてはまる

語句の適切な組合せを ①〜⑤から 選び、 番号で答えよ。

　 重複障害者のう ち 自立活動を 主と し て指導を 行う も のについては，（ 　 ア　 ） な発達を 促すために必要

な（ 　 イ 　 ） な指導内容を， 個々の児童又は生徒の実態に応じ て設定し ，（ 　 ウ　 ） な指導が展開でき る

よう にするも のと する。 その際， 個々の児童又は生徒の人間と し て（ 　 エ　 ） 育成を 目指すよ う に努める

も のと する。

①　 ア　 総合的　 　 イ 　 個別的　 　 ウ　 柔軟　 　 　 エ　 計画的な

②　 ア　 総合的　 　 イ 　 基本的　 　 ウ　 柔軟　 　 　 エ　 調和のと れた

③　 ア　 全人的　 　 イ 　 個別的　 　 ウ　 系統的　 　 エ　 計画的な

④　 ア　 全人的　 　 イ 　 基本的　 　 ウ　 系統的　 　 エ　 調和のと れた

⑤　 ア　 全人的　 　 イ 　 個別的　 　 ウ　 柔軟　 　 　 エ　 計画的な
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【 ５ 】 次の（ １ ） 〜（ ５ ） の問いに答えよ。

（ １ ） 次の文は、「 小学校等における医療的ケア実施支援資料〜医療的ケア児を 安心・ 安全に受け入れるため

に〜」（ 令和３ 年６ 月　 文部科学省） における「 小学校等における 組織的な実施体制の構築」 の記述の一

部である。（ ア） 〜（ エ） にあてはまる語句を ①〜⓪から それぞれ選び、 番号で答えよ。

　 小学校等においては、 市町村教育委員会等が策定し たガイ ド ラ イ ン などに基づき、 校内で（ 　 ア　 ）

医療的ケアを 実施するこ と ができ るよう にするため、 校長、 担任、 養護教諭、 学校医、 医療的ケアに知

見のある 医師、 主治医、 看護師等など で構成さ れる 会議体（ 以下「（ 　 イ 　 ）」 と いう 。） を 設置する な

どし て、 医療的ケアへの対応方法などを 検討する必要がある 。 なお、 小学校等において新たに医療的ケ

ア児を 受け入れるよう な場合は、 就学先決定に携わっ た市町村教育委員会等の担当者が参加し 、 指導助

言を 行う こ と も 有効である。

（ 　 イ 　 ） においては、 次に示すこ と などについて検討するこ と が考えら れる。

①　 医師から 看護師等への指示の方法など、 医療的ケアの実施に係る計画書等の作成

②　 関係者の役割分担や連携の在り 方

③　 危機管理への対応を 含む（ 　 ウ　 ） の作成

④　（ 　 エ　 ） の蓄積・ 分析

⑤　 緊急時の対応方法 など

①　 校内委員会　 　 ②　 ヒ ヤリ ・ ハッ ト 事例 ③　 共通マニュ アル　 　 ④　 組織的に

⑤　 個別的に　 　 　 ⑥　 Good Practice ⑦　 個別マニュ アル　 　 ⑧　 個別の指導計画

⑨　 事故事例　 　 　 ⓪　 医療的ケア安全委員会

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ）
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（ ２ ） 次の文は、「 障害のある子供の教育支援の手引〜子供たち一人一人の教育的ニーズを 踏まえた学びの充

実に向けて〜」（ 令和３ 年６ 月　 文部科学省） における「 就学先決定等の仕組みに関する基本的な考え方」

に関する記述の一部である 。（ ア） 〜（ エ） にあてはまる 語句の適切な組合せを ①〜⑤から 選び、 番号で

答えよ。

　 就学先と なる学校や学びの場の判断・ 決定に当たっ ては， 障害のある子供の障害の状態のみに着目し て

（ 　 ア　 ） に検討を 行う のではなく ， 子供一人一人の（ 　 イ 　 ）， 学校や地域の状況， 保護者や専門家の意

見等を （ 　 ウ　 ） に勘案し て， 個別に判断・ 決定する仕組みへと 改めら れた。 特に， その際， 子供一人一

人の障害の状態等を 把握し て（ 　 イ 　 ） を 明確にし ， 具体的にどのよう な支援の内容が必要と さ れるかと

いう こ と を 整理するこ と がまずは重要である 。 そし て， 自立と 社会参加を 見据えて， その時点で（ 　 イ 　 ）

に最も 的確に応える 指導を 提供でき る就学先と なる学校や学びの場について， 教育支援委員会等において

検討を 行う と と も に， 市区町村教育委員会が総合的な判断を 行い， 本人及び保護者， 教育委員会及び学校

と の（ 　 エ　 ） を 進めた上で， 最終的には市区町村教育委員会が決定するこ と と なる。 こ う し た一連のプ

ロセスと それを 構成する一つ一つの取組の趣旨を ， 就学に関わる者全てが十分に理解するこ と がと り わけ

重要であり ， 基本である。

①　 ア　 形式的　 　 イ 　 障害特性　 　 　 　 ウ　 総合的　 　 エ　 合意形成

②　 ア　 形式的　 　 イ 　 教育的ニーズ　 　 ウ　 包括的　 　 エ　 意見交換

③　 ア　 画一的　 　 イ 　 教育的ニーズ　 　 ウ　 総合的　 　 エ　 合意形成

④　 ア　 画一的　 　 イ 　 教育的ニーズ　 　 ウ　 包括的　 　 エ　 意見交換

⑤　 ア　 画一的　 　 イ 　 障害特性　 　 　 　 ウ　 総合的　 　 エ　 合意形成
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（ ３ ） 次の文は、「 障害のある 幼児と 共に育つ生活の理解と 指導」（ 令和５ 年３ 月　 文部科学省・ 厚生労働

省・ 内閣府） における「 合理的配慮」 を 行う 前提と し て求めら れるも のと し て挙げら れている も のの一部

である。 適切でないも のを ①〜⑤から １ つ選び、 番号で答えよ。

①　 障害のある幼児などと 障害のない幼児が共に学び育つ理念を 共有する教育

②　 一人一人の状態を 把握し 、 一人一人の能力の最大限の伸長を 図る教育

③　 健康状態の維持・ 改善を 図り 、 生涯にわたる健康の基盤を つく る教育

④　 自己理解を 深め自立し 社会参加するこ と を 目指し た教育

⑤　 自己決定力を 高めていく 教育
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（ ４ ） 次の文は、「 発達障害のある 子供たちのためのICT 活用ハン ド ブッ ク  特別支援学級編」（ 平成26年３ 月

　 兵庫教育大学） における 特別支援学級と ICT 活用に関する 記述の一部である。（ ア） 〜（ ウ） にあては

まる語句を ①〜⑧から それぞれ選び、 番号で答えよ。

　 特別支援学級には、 障害種の異なる 様々な子供たち が在籍し ています。 そのため、 一人一人の教育的

ニーズを 把握し 、 その持てる力を 高め、 生活や学習上の困難を 改善または克服するため、 適切な指導及び

必要な支援を 行う こ と が求めら れています。

　 特別支援学級が通常の学級や通級指導教室と 異なる点と し て、 個別の障害特性や（ 　 ア　 ） を 考慮し た

学習と 、（ 　 イ 　 ） の特性を 活かし た学習の両方が求めら れる 点にあり ま す。 ICT は個別の指導にも 、 

（ 　 イ 　 ） の指導にも 活用するこ と ができ ます。

　 ただし 、 個別の指導や（ 　 イ 　 ） の指導にICT を 利用する 際、 ICT は困難さ を サポート し たり 、 自信を

つけたり 、 ある いは学習意欲を 高めたり する 際に使える 便利な 「 道具」 である こ と を 忘れてはいけませ

ん。 全てを ICT により （ 　 ウ　 ） する のではなく 、 ICT を 「 今までの可能性を 少し だけ広げてく れる 、 た

だの道具」 と 捉え、 有効に活用するこ と が重要です。

①　 発達段階　 　 ②　 学級全体　 　 ③　 解決　 　 ④　 将来の自立　 　 ⑤　 障害の程度　 　 ⑥　 指導

⑦　 小集団　 　 　 ⑧　 生活経験

（ ア） （ イ ） （ ウ）
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（ ５ ） 次の文は、「 障害のある子供の教育支援の手引〜子供たち一人一人の教育的ニーズを 踏まえた学びの充

実に向けて〜」（ 令和３ 年６ 月　 文部科学省） における「 言語障害のある 子供の教育的ニーズ」 に関する

記述の一部である。（ ア） 〜（ エ） にあてはまる語句を ①〜⓪から それぞれ選び、 番号で答えよ。

　（ 　 ア　 ） のよ う に， 生後すぐ に医療を 必要と する 場合や， 構音障害や（ 　 イ 　 ） のよ う に， ３ 〜５ 歳

く ら いになる と 障害の状態が顕著になる 場合がある （ 中略）。 言語障害教育を 効果的に進めていく ために

は， 子供の発語の面にどのよう な問題があり ， それがどのよう な性質のも のであるかを 適切に評価し ， ど

のよう に指導や支援を するこ と で， その問題を 解決でき そう かと いう （ 　 ウ　 ） や予見に基づく 教育的対

応が求めら れる。

　 ま た， 言語は身近な 人な ど と の関わり を 通し て 発達し て いく も ので あり ， 子供を 取り 巻く 環境と の 

（ 　 エ　 ） が言語の発達に大き な影響を 及ぼす。 こ のため， 言語障害のある 子供の教育的対応においては，

子供の言語障害の状態だけでなく ， 周囲の大人の対応や子供同士の関わり などと いっ た（ 　 エ　 ） の状態

なども 考慮する必要がある。

①　 連鎖　 　 ②　 エビデンス　 　 　 　 　 　 ③　 小児発語失行　 　 ④　 吃音　 　 ⑤　 音声障害

⑥　 経験　 　 ⑦　 コ ミ ュ ニケ―ショ ン　 　 ⑧　 口蓋裂　 　 　 　 　 ⑨　 連携　 　 ⓪　 相互作用

（ ア） （ イ ） （ ウ） （ エ）
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